




































































































































































































ではない ｡ お遊びであるから公用車は利用しない ｡
と云っておられた｡ 或る時 ｢吉田メモ｣なるもの
を発表されたが,それは意表をついたものであっ
た｡即ち ｢日本語は漢字 ･仮名交り文をもって正
則とする｡｣という極めて当り前のことを堂々と云
ってのけられたのである｡ 日本人は千年前に仮名
文字を発明したo そして漢字はその意を充分に残
している｡中国では目下表音文字化して漢字を略
し,意味の取れない文字を綴っている｡ この ｢漢
字仮名交り文をもって別とする日本語｣はその後
上手に引きつがれて今やワー ドプロセッサーを生
み出すに至ったのである｡
吉田先生は癌のことに関しても,其の他のこと
についても,時に10年,20年先のことを考えて云
っているのではをいかと思われる節が多々あった｡
その当時は,まわりの人はその論について行けず,
反対意見を得々と述べていたりするが,時が経て
ば,今度は自分が始めからそう思っていた,この
理論は自分が考えたと云わんばかりの顔をして再
び恥も外聞もなく得々と説明したりする光景をみ
かける｡実例 をあげると,ラット腹水肝癌,吉田
肉腫で20年も前に実験 され,定説になったものが,
現今,ヌー ドマウスを使って或は,他の動物,別
の癌を使って堂々と同じことを行い,発表してい
る｡ この人達は,そしてその指導者達は,もう少
し吉田富三医学論文集 (形成社発行 電話03-814
-7699)でも読んで勉強した方がよいのではをいか
と少し云い過 ぎとは思 うが考えるのである｡
岡山実験動物研究会の猪会長より,何か書けと
すすめられてきたが,とんだ駄文を書いてしまっ
た｡お許 し隙いたい｡
(岡山実験動物研究会会員)
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